
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川町まち・ひと・しごと創生 

人口ビジョン原案・総合戦略原案 

【概要版】 
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福島県石川町 
 

本資料原案【概要版】については、今後、町民の皆様の意見公募（パブリックコメント）等により広くご意見をい

ただきながら、随時加筆・修正する予定です。 

意見公募用 



  石川町人口ビジョン（原案）【概要版】 

１．人口の現状分析 ２．目指すべき将来の方向 
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社人研推計（パターン１） 石川町人口ビジョン

2040年までに 

移動均衡達成 

総人口１万人の確保 

（約2,400人の増加） 

出生率1.8を達成 

（2030年） 出生率2.07を達成 

（2040年以降） 

単位：人 
石川町人口ビジョンによる人口推計 

３．目指すべき将来展望 

〈目指すべき将来の方向〉  
 ●人口減少問題にすべての町民と町内に所在する企業、団体及び行政が一丸となって取り組む 
 ●若い世代の結婚・出産・子育ての希望に応えられる効果的な施策を実施する 
 ●石川町の長所、短所、環境を把握し、継続的に雇用の創出や地域活性化につながる事業を推進する 
 ●自立性、将来性、地域性、直接性、結果重視の「まち・ひと・しごと創生」政策５原則により事業を推進する 

 

〈目指すべき将来の方向性の実現に向けた総合戦略の４つの基本目標〉 
  ◆基本目標１ 安定した雇用をつくる      
  ◆基本目標２ 新しいひとの流れをつくり、定住を促す 
  ◆基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望に応える  
  ◆基本目標４ 協働のまちづくり 

２０６０年に石川町総人口１万人程度の確保を目指す！ 

◆人口減少の状況 
・現在は、第1段階「若年人口の減少、老年
人口の増加」から第2段階「若年人口減少の

加速、老年人口の維持、微減」へ移行しつつ
ある状態。 
・平成42年（2030年）以降は、第2段階「若年

人口減少の加速、老年人口の維持、微減」
から第3段階「老年人口の減少」へ移行。 
 ◆自然増減                          

・出生数の減少と死亡者数の上昇が同時的
に進行。加速度的な減少。  
・合計特殊出生率は1.46で、依然、人口置換
水準2.07と大きくかい離。 
・町民アンケートから希望出生率は、2.19と
なっている。 

⇒出生率や出生数の増加につながる長期的
な施策が必要。 

◆社会増減 
・若年層の転出超過が顕著。 
・10代～30代の県内他市町村への転出超過
が目立つ。 
・20代女性は、首都圏への転出超過が目立
つ。 

⇒若い世代を中心に転入数を増加させると
ともに、転出を抑制する施策が必要。 

◆人口減少が地域の将来に与える影響 

・市場や公共サービスの縮小により、生活基
盤の維持が困難。 

・後継者不足や従業員の確保が困難となり
地域産業が衰退。 
・地域で培われてきた文化の喪失。 

国立社会保障・人口問題研究所の推計では２０６０
年には、人口７，７２５人まで減少するとされている。 



石川町まち・ひと・しごと創生総合戦略 （原案） 『概要版』 

１．基本的な方針 

（１）地方創生に向けた基本方針  

 人口移動（定住人口・交流人口）の実現について、経済面での活性化による仕事づくりを重点課題とし、計画された事業が活性化の動力になり、継続
的に雇用創出や地域活性化に寄与するように取り組みます。 

２．目標設定とＰＤＣＡサイクルの確立 

石川町創生のための９つの挑戦 

石川町の持つ特徴・強みを生かした地方創生を推進する９つのプロジェクト 

協働のまちづくり 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望に応える 

石川町で安定した雇用をつくる 

①次世代を担う後継者の育成 

 ○若者や女性の創業支援 
  ○ソーシャルビジネス設立の支援 
    ○新規就農対策の推進 

②農商工連携による地域産業の強化 

 ○農産物６次化の推進                     ○がんばる企業への支援 
    ○成長産業分野の企業誘致の推進     ○観光地域づくりの推進 

①定住・移住者向け住環境の整備 

 ○若者・子育て世帯の住宅取得への支援 
  ○町営住宅の整備促進 
    ○空き家等民間ストックの有効活用 

②人財（若者）の確保と育成の支援 

 ○専門校の誘致    ○地域おこし協力隊の活用 
    ○田舎暮らし体験プログラムの推進   
  ○就労体験プログラムの推進 

①子育てサポート体制の充実と経済的支援 

 ○子育てサロン、児童クラブ、子ども教室の拡充 
  ○「子ども支援センター（仮称）」の開設  ○子育て世帯住宅の整備 
    ○保育料の段階的軽減              ○義務教育機関での給食費助成  
  ○新生児誕生祝金の拡充 

②出会いの場づくり 

 ○後継者対策事業（婚活事業） 
   の推進 

①石川版「小さな拠点」の形成と交通ネットワークづくり 
    ○まちなか多機能拠点の整備 ○地域自治協議会設立の推進  
    ○まちなかプレイスメイキングの推進  
    ○地域間交通ネットワークの形成 

②「ふるさといしかわ」誇りの醸成 
 ○小中学校でのふるさと教育の推進 
 ○地域資源を活用したふるさと学習の推進 

③広域連携の推進 
 ○町外地域との連携の推進 

（２）まち・ひと・しごと創生に向けた政策５原則 
 人口減少克服と石川町の創生を実現していくため、まち・ひと・しごとの５原則により施策を展開します。 
①自立性 ②将来性 ③地域性 ④直接性 ⑤結果重視 

 地域資源を活用した多様なアイデアで“まち”を創生するため、基
本目標を設定し、ＰＤＣＡサイクルにより、計画・実行・検証・改善を
行います。 

３．計画の期間、策定体制 

 平成２７年度から平成３１年度までの５か年の計画であり、本計画
に基づく施策の進捗状況について、年度ごとに点検・評価を行いま
す。 

 計画の策定にあたっては、全庁的な協議を進めるとともに、外部
有識者会議を設置したほか、アンケート調査による若い世代を中心
とする意向を踏まえながら策定します。 

１石川町で安定した雇用をつくる 
２石川町への新しい人の流れ 
 をつくり、定住を促す 

３若い世代の結婚・出産・子育て 
 の希望に応える 

４協働のまちづくり 

◆従業者数（経済センサス） 
 【基準値】６，２１７人 （Ｈ２６） 
 【目標値】６，３００人 （Ｈ３１） 

◆転出超過数 
 【基準値】１７２人 （Ｈ２２～２６平均） 
 【目標値】１０９人 （Ｈ２７～３１平均） 

◆合計特殊出生率 
  （人口動態保健所・市町村別統計） 
 【基準値】１．４６  （Ｈ２０～２４計） 
 【目標値】１．６０  （Ｈ２５～２９計） 

◆小さな拠点数 
 【基準値】   －   （Ｈ２６） 
 【目標値】    ８拠点 （Ｈ３１） 

石川町への新しい人の流れをつくり、定住を促す 
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